
【
要
旨
】

北
宋
中
期
の
歐
陽
脩
ら
の
世
代
か
ら
蘇
軾
ら
の
世
代
に
か
け
て
の
地
方
官
の
遊
楽
を
め

ぐ
る
志
向
の
変
化
の
様
相
に
つ
い
て
、
お
も
に
記
を
題
材
と
し
て
検
討
す
る
。

慶
暦
の
新
政
の
破
綻
か
ら
至
和
年
間
く
ら
い
ま
で
の
間
、
「
朋
黨
」
と
し
て
批
判
を
受

け
地
方
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
人
々
が
制
作
し
た
官
舎
庭
園
や
遊
楽
を
記
念
す
る
記
に
お
い

て
は
、
公
人
の
楽
の
あ
り
方
、
特
に
人
民
と
の
共
有
と
い
う
テ
ー
マ
が
繰
り
返
し
取
り
上

げ
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
テ
ー
マ
が
『
孟
子
』
や
『
禮
記
』
と
い
っ
た
経
書
を
踏
ま
え
た
正

当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
彼
等
の
士
大
夫
と
し
て
の
自
負

の
強
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
知
定
州
期
の
韓
琦
は
、
特
定
の
時
節
に
人
民
に

公
開
す
る
た
め
の
庭
園
と
し
て
「
康
樂
園
」
を
整
備
し
つ
つ
、
同
時
に
自
分
の
休
息
あ
る

い
は
修
養
の
た
め
の
場
所
を
も
区
別
し
て
整
備
し
て
い
る
。

仁
宗
嘉
祐
年
間
に
は
、
歐
陽
脩
ら
よ
り
も
ひ
と
世
代
下
の
人
々
の
間
の
「
衆
樂
」
を
め

ぐ
る
思
考
に
新
た
な
展
開
が
発
生
し
、
孫
覺
「
衆
樂
亭
記
」
・
曾
鞏
「
清
心
亭
記
」
は
、

長
官
と
い
う
立
場
に
い
る
ひ
と
り
の
人
物
の
内
面
の
安
定
を
希
求
し
、
君
子
の
修
養
を
国

家
を
治
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
人
民
と
の
「
樂
」
の
共
有
に
つ

い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
蘇
軾
が
嘉
祐
八
年
の
「
凌
虚
臺
記
」

以
降
、
煕
寧
か
ら
元
豐
年
間
に
か
け
て
多
く
の
記
の
な
か
で
繰
り
返
し
強
調
す
る
、
地
方

長
官
の
閑
居
に
お
け
る
、
外
物
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
精
神
的
修
養
の
重
視
に
近
い

も
の
で
あ
り
、
そ
の
先
駆
け
と
な
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

哲
宗
煕
寧
四
年
に
洛
陽
で
引
退
者
と
な
っ
た
司
馬
光
は
、
当
地
に
獨
樂
園
を
整
備
し
、

自
ら
「
獨
樂
園
記
」
を
制
作
し
た
が
、
そ
の
記
述
は
、
こ
の
「
獨
樂
」
も
ま
た
『
孟
子
』

梁
惠
王
下
を
典
拠
と
し
、
か
つ
こ
れ
以
前
に
書
か
れ
て
き
た
「
衆
樂
」
に
関
す
る
多
く
の

文
章
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
で
に
退
職
者
と
な
っ
た
司
馬
光

に
は
、
任
地
の
官
舎
に
附
属
す
る
庭
園
で
は
な
い
自
己
の
退
休
の
地
の
庭
園
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
「
衆
樂
」
と
対
比
さ
れ
る
「
獨
樂
」
を
そ
の
名
と
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
「
獨
樂
」
は
、
「
衆
樂
」
と
対
比
さ
れ
、
よ
り
劣
る
も
の
と
し
て
控
え
め

に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
知
識
人
の
あ
る
べ
き
楽
と
し
て
の
「
衆
樂
」
の
持
つ
規

範
性
は
依
然
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蘇
軾
が
こ
れ
に
寄
せ
た
「
司
馬
君

實
獨
樂
園
」
詩
で
、
司
馬
光
の
「
獨
樂
」
を
、
才
能
と
徳
と
を
内
に
秘
め
て
韜
晦
す
る
も

の
だ
と
説
明
し
、
司
馬
光
が
引
退
者
と
し
て
個
人
的
な
閑
居
に
引
き
こ
も
ろ
う
と
す
る
態

度
を
批
判
す
る
の
も
、「
衆
樂
」
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

慶
暦
の
新
政
の
失
敗
に
よ
る
関
係
者
の
左
遷
の
な
か
で
強
調
さ
れ
た
地
方
官
の
理
想
の

遊
楽
と
し
て
の
「
衆
樂
」
は
、
当
初
は
為
政
者
と
し
て
の
自
負
や
理
想
と
強
く
結
び
つ
い

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
彼
等
の
流
れ
を
汲
む
保
守
派
の
官
僚
た
ち
に
よ
っ
て
継
承

さ
れ
て
い
く
な
か
で
次
第
に
変
容
し
、
よ
り
自
由
度
を
高
め
、
個
人
的
な
、
精
神
的
な
も

の
の
希
求
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

北
宋
中
期
以
降
の
詩
文
を
め
ぐ
る
思
潮
の
変
化
の
大
ま
か
な
素
描
と
し
て
は
、
仁

宗
・
英
宗
期
に
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
―
一
〇
七
二
）
ら
を
中
心
と
す
る
人
々
が
、
中

唐
期
の
影
響
を
強
く
受
け
て
新
た
な
展
開
を
現
出
さ
せ
た
後
、
神
宗
・
哲
宗
期
を
活

動
の
中
心
と
す
る
蘇
軾
（
一
〇
三
六
―
一
一
〇
一
）
ら
が
こ
れ
を
継
承
し
つ
つ
変
化

さ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
―
一
一
〇
五
）
ら
の
世
代
に
繋
が
っ
て
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い
く
と
い
う
過
程
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
過
程
は
、
た
だ

真
っ
直
ぐ
な
だ
ら
か
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
幾
つ
か
の
曲

折
点
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
こ
の
曲
折
点
の
ひ
と
つ

と
思
わ
れ
る
、
歐
陽
脩
ら
の
世
代
か
ら
蘇
軾
ら
の
世
代
へ
の
間
の
状
況
を
、
特
に
地

方
官
の
遊
楽
や
閑
居
を
め
ぐ
る
思
考
の
継
承
と
変
容
の
様
相
に
つ
い
て
、
お
も
に
記

を
題
材
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
知

�州
期
の
歐
陽
脩
、
ま
た
知
密
州
期
か
ら
黄
州

流
謫
期
に
か
け
て
の
蘇
軾
の
閑
居
を
め
ぐ
る
思
考
に
つ
い
て
は
す
で
に
個
別
に
考
察

し
た （
一
）が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
含
み
、
か
つ
彼
等
の
周
辺
の
人
物
の
場
合
も
含
ん
だ

全
体
の
流
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

一
主
題
と
し
て
の
「
衆
樂
」

仁
宗
慶
暦
六
年
（
一
〇
四
六
）
に
、
知

�州
（
現
安
徽
省

�県
）
に
左
遷
さ
れ
て

い
た
歐
陽
脩
が
制
作
し
た
「
醉
翁
亭
記
」（
居
士
集
巻
三
十
九
四
部
叢
刊
本
）
は
、

�州
琅
邪
山
の
醉
翁
亭
で
行
わ
れ
る
遊
楽
の
様
子
を
描
き
、
そ
の
末
尾
部
分
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

已
而
夕
陽
在
山
、
人
影
散
亂
、
太
守
歸
而
賓
客
從
也
。
樹
林
陰
翳
、
鳴
聲
上
下
、

遊
人
去
而
禽
鳥
樂
也
。
然
而
禽
鳥
知
山
林
之
樂
、
而
不
知
人
之
樂
、
人
知
從
太

守
遊
而
樂
、
不
知
太
守
之
樂
其
樂
也
。
醉
能
同
其
樂
、
醒
能
述
以
文
者
、
太
守

也
。
太
守
謂
誰
、
廬
陵
歐
陽
脩
也
。

已
に
し
て
夕
陽
山
に
在
り
、
人
影
散
亂
し
、
太
守
歸
り
て
賓
客
從
ふ
な
り
。
樹

林
陰
翳
し
、
鳴
聲
上
下
し
、
遊
人
去
り
て
禽
鳥
樂
し
む
な
り
。
然
る
に
禽
鳥
は

山
林
の
樂
を
知
る
も
、
人
の
樂
を
知
ら
ず
、
人
は
太
守
の
遊
に
從
ひ
て
樂
し
む

を
知
る
も
、
太
守
の
其
の
樂
を
樂
し
む
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
醉
ひ
て
は
能
く
其

の
樂
を
同
じ
く
し
、
醒
め
て
は
能
く
述
ぶ
る
に
文
を
以
て
す
る
は
、
太
守
な
り
。

太
守
と
は
誰
を
か
謂
ふ
、
廬
陵
の
歐
陽
脩
な
り
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
遊
楽
が
酔
中
の
太
守
と
当
地
の
人
々
と
の
間
で
共
有
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
類
似
の
表
現
は
、
同
じ
年
に
歐
陽
脩
が

�

州
豊
山
渓
谷
の
泉
水
を
愛
で
る
た
め
に
設
け
た
豊
樂
亭
に
寄
せ
た
「
豐
樂
亭
記
」

（
居
士
集
巻
三
十
九
同
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
歐
陽
脩
は
、「
與

�人
往
遊
其
間
。
」
（

�人
と
與
に
往
き
て
其
の
間
に
遊
ぶ
。
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
末

尾
部
分
で
は
豊
樂
亭
で
の
遊
び
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

脩
之
來
此
、
樂
其
地
僻
而
事
簡
、
又
愛
其
俗
之
安
閑
。
既
得
斯
泉
于
山
谷
之
間
、

乃
日
與

�人
仰
而
望
山
、
俯
而
聴
泉
。

�幽
芳
而
蔭
喬
木
、
風
霜
水
雪
、
刻
露

清
秀
、
四
時
之
景
、
無
不
可
愛
。
又
幸
其
民
樂
其
歳
物
之
豐
成
而
喜
與
予
遊
也
。

因
爲
本
其
山
川
、
道
其
風
俗
之
美
、
使
民
知
所
以
安
此
豐
年
之
樂
者
、
幸
生
無

事
之
時
也
。
夫
宣
上
恩
徳
以
與
民
共
樂
、
刺
史
之
事
也
。
遂
書
以
名
其
亭
焉
。

慶
暦
丙
戌
六
月
日
、
右
正
言
知
制
誥
知

�州
軍
州
事
歐
陽
脩
記
。

脩
の
此
に
來
た
る
や
、
其
の
地
の
僻
に
し
て
事
の
簡
な
る
を
樂
し
み
、
又
た
其

の
俗
の
安
閑
た
る
を
愛
す
。
既
に
斯
泉
を
山
谷
の
間
に
得
、
乃
ち
日
び

�人
と

與
に
仰
ぎ
て
山
を
望
み
、
俯
き
て
泉
を
聴
く
。
幽
芳
を

�み
て
喬
木
を
蔭
に
し
、

風
霜
水
雪
、
刻
露
清
秀
、
四
時
の
景
、
愛
す
べ
か
ら
ざ
る
無
し
。
又

幸
ひ
に

其
の
民
は
其
の
歳
物
の
豐
成
を
樂
し
み
て
予
と
與
に
遊
ぶ
を
喜
ぶ
な
り
。
因
り

て
爲
に
其
の
山
川
に
本
づ
き
、
其
の
風
俗
の
美
を
道
ひ
、
民
を
し
て
此
の
豐
年

の
樂
に
安
ん
ず
る
所
以
は
、
幸
ひ
に
無
事
の
時
に
生
ま
る
る
な
る
を
知
ら
し
む

る
な
り
。
夫
れ
上
の
恩
徳
を
宣
べ
て
以
て
民
と
樂
を
共
に
す
る
は
、
刺
史
の
事

な
り
。
遂
に
書
し
て
以
て
其
の
亭
に
名
づ
く
。
慶
暦
丙
戌
六
月
日
、
右
正
言
知

制
誥
知

�州
軍
州
事
歐
陽
脩
記
。

こ
こ
で
は
「
醉
翁
亭
記
」
よ
り
も
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
豊
か
な
実
り
を
楽
し
ん

で
太
守
と
と
も
に
遊
ぶ
こ
と
を
喜
ぶ
人
民
に
対
し
て
、
太
守
が
こ
の
文
章
を
制
作
す
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る
意
図
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
当
地
の
地
理
環
境
に
基
づ
き
つ
つ
、

そ
の
風
俗
の
素
晴
ら
し
さ
に
言
及
し
、
こ
の
豊
年
の
楽
し
み
に
安
ん
じ
て
い
ら
れ
る

の
は
、
幸
い
に
平
和
な
時
代
に
生
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を
人
民
に
気
づ
か
せ
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
行
為
は
、
皇
帝
の
恩
沢
や
徳
を
あ
ま
ね
く
知
ら
し
め
る
も
の
に

他
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
人
民
と
楽
し
み
を
共
に
す
る
こ
と

は
、
決
し
て
個
人
的
な
楽
し
み
を
追
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
太
守
の

公
的
な
職
務
上
の
責
任
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

歐
陽
脩
が
い
ず
れ
の
記
に
お
い
て
も
太
守
と
し
て
の
公
的
な
立
場
を
強
調
し
て
い

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
記
が
そ
の
遊
楽
を
記
念
す
る
も
の
と
し
て
広
く
公
開
さ
れ
る
こ

と
を
予
想
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
深
く
関
わ
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ

で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
太
守
と
人
民
と
の
間
で
共
有
さ
れ
る
遊
楽
と
い
う
発
想

は
、
歐
陽
脩
以
外
に
も
、
北
宋
仁
宗
期
か
ら
神
宗
期
に
か
け
て
地
方
長
官
の
立
場
に

あ
っ
た
人
物
の
手
に
な
る
記
や
詩
の
な
か
に
い
く
つ
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
仁
宗
嘉
祐
年
間
（
一
〇
五
六
―
一
〇
六
三
）
に
知
明
州
（
現
浙
江
省
寧

波
市
）
で
あ
っ
た
錢
公
輔
（
一
〇
二
一
―
一
〇
七
二
）
は
、
「
衆
樂
」
と
名
付
け
た

亭
を
設
け
、
こ
れ
に
「
衆
樂
亭
二
首
」
并
序
（
元
袁
桷
等
撰
『
延
祐
四
明
志
』
巻
二

十
宋
元
方
志
叢
刊

第
六
冊

中
華
書
局

一
九
九
〇
年
）
）
を
寄
せ
て
い
る
。

錢
公
輔
は
『
宋
史
』
巻
三
百
二
十
一
の
傳
に
よ
る
と
、
字
君
倚
、
常
州
武
進
（
現
江

蘇
省
常
州
市
）
の
人
で
、
若
年
期
に
胡

�（
九
九
三
―
一
〇
五
九
）
に
従
学
し
、
進

士
及
第
の
後
、
通
判
越
州
・
知
明
州
等
を
経
て
、
神
宗
期
に
は
知
鄧
州
、
知
諫
院
と

な
っ
た
が
、
も
と
は
親
し
か
っ
た
王
安
石
と
対
立
し
て
知
江
寧
府
に
転
出
し
、
そ
の

後
、
知
揚
州
に
移
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
は
、
旧
法
系
の
官
僚
の
一
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
錢
公
輔
は
、
「
衆
樂
亭
詩
」
序
で
こ
の
亭
で
の
遊

楽
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

衆
樂
亭
居
南
湖
之
中
、
南
湖
又
居
城
之
中
、
望
之
眞
方
丈
、
瀛
州
焉
。
以
其
近

而
易
至
、
四
時
勝
賞
得
以
與
民
共
之
。
民
之
遊
者
、
環
觀
無
窮
、
而
終
日
不
厭
。

『
孟

子
』

曰
、
「

獨
樂
與
衆
樂
、

孰
樂
。

不
若
與
衆
。
」
衆
樂
之
名

於
是

乎
書
、

既
又
爲
詩
以
記
眞
景
之
萬
一
云
。

衆
樂
亭
は
南
湖
の
中
に
居
し
、
南
湖
は
又
城
の
中
に
居
し
、
之
を
望
め
ば
眞

に
方
丈
、
瀛
州
焉
た
り
。
其
の
近
く
し
て
至
る
こ
と
易
き
を
以
て
、
四
時
の
勝

賞
以
て
民
と
之
を
共
に
す
る
を
得
。
民
の
遊
ぶ
者
、
環
觀
し
て
窮
ま
る
無
く

し
て
、
終
日

厭
か
ず
。『

孟
子
』
に
曰
く
、「

獨
り
樂
す
る
と
衆
と
與
に
樂
す

る
と
、
孰
れ
か
樂
し
か
ら
ん
。
衆
と
與
に
す
る
に
若
か
ず
」
と
。
衆
樂
の
名

是
に
於
い
て
書
し
、
既
に
又
詩
を
爲
り
て
以
て
眞
景
の
萬
に
一
つ
を
記
し
て

云
ふ
。

こ
こ
で
、
こ
の
亭
に
お
い
て
は
、
四
季
ご
と
の
素
晴
ら
し
い
鑑
賞
を
人
民
と
と
も

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
遊
楽
す
る
人
民
は
周
囲
か
ら
取
り
巻
い
て
見
て
い
て
一
日
中

飽
き
る
こ
と
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
は
、
先
に
挙
げ
た
歐
陽
脩
の
「
醉
翁
亭

記
」
の
表
現
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
二
首
の
詩
の
本
文
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

誰
把
江
湖
付
此
翁

誰
そ
江
湖
を
把
り
て
此
の
翁
に
付
す

江
湖
更
在
廣
城
中

江
湖
更
に
廣
城
の
中
に
在
り

葺
成
世
界
三
千
景

葺
き
て
成
す

世
界
三
千
の
景

占
得
鵬
天
九
萬
風

占
む
る
を
得
た
り
鵬
天
九
萬
の
風

宴
豆
四
時
諠
畫
鼓

宴
豆
四
時

畫
鼓
を
諠
し
く
し

游
人
兩
岸
跨
長
虹

游
人

兩
岸
よ
り
長
虹
を
跨
ぐ

他
年
若
數
東
南
勝

他
年
若
し

東
南
の
勝
を
數
ふ
れ
ば

須
作
蓬
邱
第
一
宮

須
ら
く

蓬
邱
第
一
宮
と
作
す
べ
し
（
其
一
）

勢
壓
平
湖
四
面
佳

勢
ひ
は
平
湖
を
壓
し
て
四
面
佳
く
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好
風
明
月
是
生
涯

好
風
明
月
是
れ
生
涯

鯨
鯢
背
上
浮
三
島

鯨
鯢
の
背
上
に
三
島
を
浮
か
べ

�
�香

中
放
兩
衙

�
�の

香
中
に
兩
衙
を
放
つ

屏
列
已
疑
雲
母

�

屏
列
な
り
て
已
に
雲
母
の

�き
か
と
疑
ひ

簾
垂
不
待
水
精
奢

簾
垂
れ
て
水
精
の
奢
る
を
待
た
ず

此
心
會
笑
元
丞
相

此
の
心
會
ず
元
丞
相
を
笑
は
ん

終
日
樓
臺
爲
一
家

終
日
樓
臺
一
家
を
爲
す

（
其
二
）

詩
の
本
文
で
は
土
地
の
人
民
と
の
遊
楽
の
共
有
に
つ
い
て
は
強
調
さ
れ
て
お
ら
ず
、

歐
陽
脩
の
表
現
と
の
類
似
を
強
い
て
求
め
る
な
ら
ば
、
其
一
初
句
の
「
此
翁
」
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
の
作
品
の
な
か
で
注
目
し
た
い

の
は
、
先
に
挙
げ
た
序
で
、
こ
の
よ
う
な
遊
楽
の
あ
り
方
の
典
拠
と
し
て
『
孟
子
』

の
記
述
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
該
当
す
る
箇
所
は
、
『
孟
子
』
梁
惠
王
篇

下
の
孟
子
と
斉
の
宣
王
と
の
次
の
対
話
で
あ
る
。

曰
、「
獨
樂
樂
、
與
人
樂
樂
、
孰
樂
」。
曰
、「
不
若
與
人
。」
曰
、「
與
少
樂
樂
、

與
衆
樂
樂
、
孰
樂
。」
曰
、「
不
若
與
衆
。」

曰
く
、
「
獨
り
樂 が
く

し
て
樂
し
む
と
、
人
と
與
に
樂 が
く

し
て
樂
し
む
と
、
孰
れ
か
樂

し
か
ら
ん
」
と
。
曰
く
、
「
人
と
與
に
す
る
に
は
若
か
ず
」
と
。
曰
く
、
「
少

な
き
と
與
に
樂 が
くし
て
樂
し
む
と
、
衆
き
と
與
に
樂 が
くし
て
樂
し
む
と
、
孰
れ
か
樂

し
か
ら
ん
」
と
。
曰
く
、「
衆
き
と
與
に
す
る
に
若
か
ず
」
と
。

こ
こ
で
孟
子
が
宣
王
に
勧
め
て
い
る
の
は
、
多
く
の
人
々
と
と
も
に
「
樂 が
く

」
（
音

楽
）
を
「
樂
」
し
む
こ
と
で
あ
り
、
錢
公
輔
「
衆
樂
亭
」
詩
の
序
で
は
、
こ
の
「
樂
」

と
い
う
文
字
を
音
楽
に
限
定
さ
れ
な
い
閑
居
の
楽
し
み
一
般
を
指
す
「
樂 ら
く」
の
意
に

解
し
て
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
孟
子
』
梁
惠
王
篇
下
の
孟
子
と
宣
王

の
対
話
で
は
、
続
く
部
分
で
も
、
「
今
王
與
百
姓
同
樂
、
則
王
矣
。
」
（
今

王
百

姓
と
樂 ら
くを
同
じ
く
す
れ
ば
、
則
ち
王
た
ら
ん
。）、
ま
た
「
樂
民
之
樂
者
、
民
亦
樂
其

樂
。
憂
民
之
憂
者
、
民
亦
憂
其
憂
。
樂
以
天
下
、
憂
以
天
下
、
然
而
不
王
者
、
未
之

有
也
。」（
民
の
樂 ら
くを
樂
し
む
者
は
、
民
も
亦 ま
た

其
の
樂 ら
くを
樂
し
み
、
民
の
憂
ひ
を
憂

ふ
る
者
は
、
民
も
亦
其
の
憂
ひ
を
憂
ふ
。
樂
し
む
に
天
下
を
以
て
し
、
憂
ふ
る
に

天
下
を
以
て
す
。
然
し
て
王
た
ら
ざ
る
者
は
、
未
だ
之 こ
れ

有
ら
ざ
る
な
り
。
）
と
、
君

主
が
人
民
と
「
樂 ら
く

」
（
楽
し
み
）
を
共
有
す
る
こ
と
を
勧
め
る
表
現
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
。

知
明
州
と
し
て
の
立
場
に
立
っ
た
錢
公
輔
の
「
衆
樂
」
と
い
う
名
付
け
が
、
こ
の

よ
う
な
典
拠
、
ひ
い
て
は
発
想
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
さ

ら
に
同
じ
『
孟
子
』
の
梁
惠
王
篇
上
に
は
、
類
似
の
表
現
で
あ
る
「
偕
樂
」
の
典
拠

と
な
る
箇
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

孟
子
見
梁
惠
王
。
王
立
於
沼
上
、
顧
鴻
鴈
麋
鹿
曰
、「
賢
者
亦
樂
此
乎
。」
孟
子

對
曰
、「
賢
者
而
後
樂
此
。
不
賢
者
雖
有
此
不
樂
也
。『
詩
』
云
、『
經
始
靈
臺
、

經
之
營
之
。
庶
民
攻
之
、
不
日
成
之
。
經
始
勿
亟
、
庶
民
子
來
。
王
在
靈
囿
、

�鹿
攸
伏
。

�鹿
濯
濯
、
白
鳥
鶴
鶴
。
王
在
靈
沼
、
於

�魚
躍
。
』
文
王
以
民

力
爲
臺
爲
沼
、
而
民
歡
樂
之
、
謂
其
臺
曰
靈
臺
、
謂
其
沼
曰
靈
沼
、
樂
其
有
麋

鹿
魚
鼈
。
古
之
人
與
民
偕
樂
、
故
能
樂
也
。『

湯
誓
』
曰
、『

時
日
害
喪
、
予
及

女
皆
亡
。』
民
欲
與
之
皆
亡
、
雖
有
臺
池
鳥
獸
、
豈
能
獨
樂
哉
。」

孟
子

梁
惠
王
に
見

ゆ
。
王

沼
上
に
立
ち
、
鴻
鴈
麋
鹿
を
顧
み
て
曰
く
、

「
賢
者
も
亦
此
を
樂
し
む
か
」
と
。
孟
子
對
へ
て
曰
く
、「
賢
者
に
し
て
後

こ
れ
を
樂
し
む
。
賢
な
ら
ざ
る
者
は
有 も

つ
と
雖
も
樂
し
ま
ざ
る
な
り
。
『
詩
』

に
云
く
、
『
靈
臺
を
經 は
か

り
始 つ
く

る
、
之
を
經
り
之
を
營
む
。
庶
民

之
を
攻 お
さ

め
、

日
な
ら
ず
し
て
之
を
成
す
。
經
り
始
り
て
亟 う
な
がす
こ
と
勿
き
に
、
庶
民
子
の
ご

と
く
來
た
る
。
王
靈
囿
に
在
り
、

�鹿
攸 こ
こに
伏
す
。

�鹿
は
濯
濯
と
し
て
、

白
鳥
は
鶴
鶴
た
り
。
王
靈
沼
に
在
り
、
於 こ
こに

�

み

ち
て
魚
も
躍
る
』
と
。
文
王

民
の
力
を
以
て
臺
を
爲
り
沼
を
爲
り
、
而
し
て
民
は
之
を
歡
樂
し
、
其
の
臺
を
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謂
ひ
て
靈
臺
と
曰
ひ
、
其
の
沼
を
謂
ひ
て
靈
沼
と
曰
ひ
、
其
の
麋
鹿
魚
鼈
有
る

を
樂
し
む
。
古
の
人
は
民
と
偕
に
樂
し
む
、
故
に
能
く
樂
し
む
な
り
。『
湯
誓
』

に
曰
く
、
『
時
こ

の
日

害 い
つ

か
喪 ほ
ろ

び
ん
、
予

女 な
ん
ぢと
皆 と
も

に
亡
び
ん
』
と
。
民

之

と
皆
亡
び
ん
と
欲
す
れ
ば
、
臺
池
鳥
獸
有
り
と
雖
も
、
豈
に
能
く
獨
り
樂
し
ま

ん
や
」
と
。

こ
こ
で
の
孟
子
は
、
周
の
文
王
が
人
民
か
ら
慕
わ
れ
て
宮
殿
を
造
営
し
た
こ
と
を

詠
じ
た
『
詩
』
大
雅
「
靈
臺
」
を
引
用
し
、
「
賢
者
而
後
樂
此
。
」
（
賢
者
で
あ
っ
て

始
め
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。）
と
述
べ
、
ま
た
、「
古
之
人
與
民
偕
樂
、
故
能
樂

也
。」（
古
の
人
は
人
民
と
と
も
に
楽
し
ん
だ
の
で
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。）

と
も
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
う
「
偕
樂
」
と
「
衆
樂
」
と
は
、
か
な
り
類
似
し

た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
先
に
見
た
知

�州
期
の
歐
陽
脩
の
「
醉
翁
亭
記
」

「
豐
樂
亭
記
」
の
描
く
任
地
の
人
民
と
楽
し
み
を
共
に
す
る
地
方
長
官
の
姿
は
、「
衆

樂
」
「
偕
樂
」
と
い
う
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
発
想
を
踏

ま
え
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

歐
陽
脩
の
「
醉
翁
亭
記
」
と
「
豐
樂
亭
記
」
は
い
ず
れ
も
慶
暦
六
年
に
制
作
さ
れ

た
も
の
だ
が
、
こ
の
年
、
西
夏
を
攻
撃
し
た
軍
民
を
知
涇
州
期
に
公
金
を
用
い
て
慰
労

し
た
罪
を
問
わ
れ
て
左
遷
さ
れ
て
知
岳
州
（
現
湖
南
省
岳
陽
県
）
に
在
任
し
て
い
た

滕
宗
諒
（
九
九
一
―
一
〇
四
七
）
に
寄
せ
て
、
慶
暦
の
新
政
の
挫
折
に
よ
り
中
央
を

離
れ
て
知
鄧
州
（
現
河
南
省
鄧
県
）
に
在
任
し
て
い
た
范
仲
淹
（
九
八
九
―
一
〇
五

二
）
が
、「
岳
陽
樓
記
」（
范
文
正
公
集
巻
七
四
部
叢
刊
本
）
を
制
作
し
て
い
る
。

次
に
こ
の
記
の
後
半
部
分
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

登
斯
樓
也
、
則
有
心
曠
神
怡
、
寵
辱
偕
忘
、
把
酒
臨
風
、
其
喜
洋
洋
者
矣
。
嗟

夫
。
予
嘗
求
古
仁
人
之
心
、
或
異
二
者
之
爲
、
何
哉
。
不
以
物
喜
、
不
以
己
悲
。

居
廟
堂
之
高
、
則
憂
其
民
、
處
江
湖
之
遠
、
則
憂
其
君
。
是
進
亦
憂
、
退
亦
憂
、

然
則
何
時
而
樂
耶
。
其
必
曰
、「
先
天
下
之
憂
而
憂
、
後
天
下
之
樂
而
樂
乎
。」

噫
。
微
斯
人
吾
誰
與
歸
。
時
六
年
九
月
十
五
日
。

斯
の
樓
に
登
る
や
、
則
ち
心
曠
く
神
怡
ぶ
有
り
、
寵
辱
偕
忘
れ
、
酒
を

把
り
て
風
に
臨
み
、
其
れ
洋
洋
た
る
を
喜
ぶ
者
な
り
。
嗟
夫
。
予
嘗
て
古
の

仁
人
の
心
を
求
む
る
に
、
或
ひ
は
二
者
の
爲
す
こ
と
に
異
な
れ
り
、
何
ぞ
や
。

物
を
以
て
喜
ば
ず
、
己
を
以
て
悲
し
ま
ず
。
廟
堂
の
高
き
に
居
れ
ば
、
則
ち
其

の
民
を
憂
ひ
、
江
湖
の
遠
き
に
處
れ
ば
、
則
ち
其
の
君
を
憂
ふ
。
是
れ
進
み
て

亦
憂
ひ
、
退
き
て
亦
憂
ふ
、
然
れ
ば
則
ち
何
れ
の
時
に
し
て
樂
し
む
や
。

其
れ

必
ず
曰
く
、
「

天
下
の
憂
ひ
に
先
ん
じ
て
憂
ひ
、

天
下
の
樂
に
後
れ
て
樂

し
ま
ん
」
と
。
噫
。
斯
の
人
を
微
と
し
て
吾

誰
と
與
に
か
歸
せ
ん
。
時
六
年

九
月
十
五
日
。

所
謂
「
先
憂
後
樂
」
の
語
の
典
拠
と
し
て
知
ら
れ
る
「
先
天
下
之
憂
而
憂
、
後
天

下
之
樂
而
樂
乎
。」（

天
下
の
憂
ひ
に
先
ん
じ
て
憂
ひ
、
天
下
の
樂
に
後
れ
て
樂
し
ま

ん
。）
は
、
直
接
に
「
衆
樂
」「
偕
樂
」
を
踏
ま
え
る
も
の
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
こ
れ
も
や
は
り
左
遷
さ
れ
た
地
方
官
の
公
人
と
し
て
の
「
樂
」
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
現
れ
る
こ
れ
ら
互
い
に
類

似
し
た

表
現
か
ら
は
、
慶
暦
の
新
政
が

潰
え
た
後
、
「

朋
黨
」
と
し
て

批
判
を

受
け

地
方
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
人
々
の
な
か
で
、
公
人
と
し
て
の
自
負
に
ふ
さ
わ
し
い
楽

の
あ
り
方
、
特
に
人
民
と
の
共
有
と
い
う
テ
ー
マ
が
意
識
さ
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
る

様
子
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
変
奏
①

韓
琦
の
「
衆
春
」
と
「
康
樂
」

「
衆
樂
」
あ
る
い
は
「
偕
樂
」
と
類
似
す
る
名
を
持
つ
庭
園
は
、
こ
の
後
、
所
謂

「
朋

黨
」
に

近
し
い
人

々
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
営
ま
れ
て
い
る
。
范
仲
淹
と
と
も
に

慶
暦
の
改
革
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
韓
琦
（
一
〇
〇
八
―
一
〇
七
五
）
は
、
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慶
暦
五
年
（
一
〇
四
五
）
三
月
に
知
揚
州
（
現
江
蘇
省
揚
州
市
）
と
な
っ
た
後
、
地

方
官
を
続
け
、
慶
暦
八
年
（
一
〇
四
八
）
四
月
に
は
知
定
州
（
現
遼
寧
省
丹
東
市
）

と
な
り
、
皇
祐
三
年
（
一
〇
五
一
）
八
月
ま
で
在
任
し
た
。
韓
琦
は
こ
の
地
に
「
衆

春
園
」
と
い
う
庭
園
を
整
備
し
、
そ
の
「
定
州
衆
春
園
記
」
（
李
之
亮
氏
・
徐
正
英

氏
箋
注
安
陽
集
編
年
箋
注
巻
二
十
一
巴
蜀
書
社
二
〇
〇
〇
年
）
で
、
地
方
官

に
よ
る
庭
園
等
の
整
備
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

天
下
郡
縣
、
無
遠
邇
小
大
、
位
署
之
外
、
必
有
園
池
臺

�觀
游
之
所
、
以
通
四

時
之
樂
。
前
人
勤
而
興
之
、
後
輒
廢
焉
者
、
蓋
私
于
其
心
、
惟
己
之
利
者
之
所

爲
也
。

天
下
の
郡
縣
、
遠
邇
小
大
無
く
、
位
署
の
外
に
、
必
ず
園
池
臺

�觀
游
の
所
有

り
、
以
て
四
時
の
樂
に
通
ず
。
前
に
人
勤
め
て
之
を
興
こ
し
、
後
に
輒
ち
廢
る

る
は
、
蓋
し
其
の
心
に
私
し
、
己
の
利
を
惟 お
もふ
者
の
所
爲
な
ら
ん
。

世
の
中
の
地
方
官
の
官
署
に
は
必
ず
、
四
季
を
通
じ
て
眺
め
を
楽
し
ん
で
遊
ぶ
庭

園
や
建
物
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
前
任
者
が
整
備
し
た
後
す
ぐ
に
荒
廃
す
る

も
の
は
、
そ
れ
が
私
的
な
利
益
を
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
韓
琦
は
言
う
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

公
于
其
心
而
達
衆
之
情
者
則
不
然
。
夫
官
之
修
職
、
農
之
服
田
、
工
之
治
器
、

商
之
通
貨
、
蚤
暮
汲
汲
、
以
憂
其
業
、
皆
所
以
奉
助
公
上
而
養
其
室
家
。
當
良

辰
嘉
節
、
豈
無
一
日
之
適
以
休
其
心
乎
。
孔
子
曰
、「
百
日
之

�、
一
日
之
澤
。」

子
貢
且
猶
不
知
、
况
私
而
自
利
者
哉
。

其
の
心
に
公
に
し
て
衆
の
情
に
達
す
る
者
な
れ
ば
則
ち
然
ら
ず
。
夫
れ
官
の
職

を
修
め
、
農
の
田
に
服
し
、
工
の
器
を
治
め
、
商
の
貨
に
通
じ
、
蚤
暮
汲
汲
と

し
て
、
以
て
其
の
業
を
憂
へ
る
は
、
皆
奉
り
て
公
上
を
助
け
て
其
の
室
家
を

養
ふ
所
以
な
り
。
良
辰
嘉
節
に
當
り
て
、
豈
に
一
日
の
適
の
以
て
其
の
心
を
休

ま
し
む
る
無
か
ら
ん
や
。
孔
子
曰
く
、
「
百
日
の

�、
一
日
の
澤
」
と
。
子
貢

す
ら
且
つ
猶
ほ
知
ら
ず
、
况
ん
や
私
し
て
自
ら
利
す
る
者
を
や
。

こ
こ
で
韓
琦
は
、
先
に
挙
げ
た
部
分
で
批
判
し
て
い
た
私
的
な
利
益
の
み
を
求
め

る
人
と
対
比
さ
れ
る
、
心
が
公
に
開
か
れ
人
民
の
あ
り
よ
う
に
通
じ
て
い
る
者
の
場

合
の
、
遊
楽
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
、
天
子
を
助
け
家
族
を
養
う
た
め
に
明
け
暮

れ
汲
々
と
し
て
そ
の
生
業
に
心
を
悩
ま
せ
て
い
る
四
民
が
、
良
辰
佳
節
の
一
日
を
快

適
に
過
ご
し
て
そ
の
心
を
休
ま
せ
る
の
は
、
『
禮
記
』
雜
記
下
の
孔
子
と
子
貢
と
の

対
話
の
、
「
百
日
之

�、
一
日
之
澤
」
と

同
様
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言

及
さ
れ
て
い
る
『
禮
記
』
雜
記
下
の
該
当
箇
所
は
、

子
貢
觀
於

�。
孔
子
曰
、
「
賜
也
樂
乎
。
」
對
曰
、
「
一
國
之
人
皆
若
狂
、
賜
未

知
其
樂
也
。」
子
曰
、「
百
日
之

�、
一
日
之
澤
。
非
爾
所
知
也
。」

子
貢

�を
觀
る
。
孔
子
曰
く
、
「
賜
や
樂
し
め
る
か
」
と
。
對
へ
て
曰
く
、

「
一
國
の
人

皆
狂
へ
る
が
若
し
、
賜
は
未
だ
其
の
樂
を
知
ら
ざ
る
な
り
」

と
。
子
曰
く
、「
百
日
の

�、
一
日
の
澤
な
り
。
爾
の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」

と
。

で
あ
り
、
「
子
曰
、
」
以
下
の
部
分
に
付
さ
れ
た
鄭
玄
注
の
、
「
大
飲
蒸
勞
、
農
以
休

息
之
。
言
民
皆
勤
稼
穡
、
有
百
日
之
勞
、
喩
久
也
。
今
一
日
使
之
飲
酒
燕
樂
、
是
君

之
恩
澤
、
非
女
所
知
、
言
其
義
大
。」（
大
ひ
に
飲
み
蒸
く
勞
は
り
、
農
は
以
て
之
に

休
息
す
。
民
皆
稼
穡
に
勤
め
て
、
百
日
の
勞
有
る
を
言
ひ
、
久
し
き
に
喩
ゆ
る

な
り
。
今
一
日
之
を
し
て
飲
酒
燕
樂
せ
し
む
る
は
、
是
れ
君
の
恩
澤
に
し
て
、

女
の
知
る
所
に
非
ず
と
は
、
其
の
義
の
大
な
る
を
言
ふ
。
）
に
よ
る
な
ら
ば
、
孔
子

は
、
人
民
の
長
き
に
わ
た
る
農
作
業
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
一
日
だ
け
盛
大
な

宴
を
開
く
の
は
、
君
主
の
恩
恵
で
あ
る
か
ら
、
子
貢
が
関
知
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、

と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
『
禮
記
』
の
記
述
に
関
わ
っ
て
、
韓
琦
は
、
孔
子
の
高
弟
で
あ
る
子
貢
で
も

そ
の
楽
し
み
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
自
分
の
利
益
を
求
め
る
人
が
理
解
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で
き
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
公
人
と
し
て
の
立
場

を
意
識
し
人
民
に
心
を
配
る
こ
と
を
地
方
官
の
遊
楽
の
あ
る
べ
き
姿
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
点
で
は
前
章
で
見
た
「
衆
樂
」
と
変
わ
り
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
の
「
定
州
衆
春
園
記
」
の
後
半
部
分
で
は
、
李
昭
亮
が
最
初
に
造
成
し

た
後
は
廃
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
の
庭
園
を
、
自
分
の
着
任
以
降
再
び
整
備
し
た
次

第
を
説
明
し
、
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

總
而
名
之
曰
「
衆
春
園
」
。
庶
乎
良
辰
佳
節
、
太
守
得
與
吏
民
同
一
日
之
適
、

游
覧
其
間
、
以
通
乎
聖
時
無
事
之
樂
、
此
其
意
也
。
後
之
人
視
園
之
廢
興
、
其

知
爲
政
者
之
用
心
焉
。
皇
祐
三
年
正
月
□
日
記
。

總
じ
て
之
に
名
づ
け
て
「
衆
春
園
」
と
曰
ふ
。
庶
は
く
は
良
辰
佳
節
に
、
太

守
吏
民
と
與
に
一
日
の
適
を
同
じ
く
す
る
を
得
、
其
の
間
に
游
覧
し
、
以
て

聖
時
の
無
事
の
樂
に
通
ぜ
ん
こ
と
を
、
此
れ
其
の
意
な
り
。
後
の
人
園
の
廢

興
を
視
て
、
其
れ
爲
政
者
の
用
心
を
知
ら
ん
。
皇
祐
三
年
正
月
□
日
記
。

「
衆
春
園
」
と
い
う
名
付
け
に
つ
い
て
、
韓
琦
は
、
時
宜
を
得
た
時
候
や
よ
い
節

句
に
、
太
守
が
官
吏
や
人
民
と
と
も
に
一
日
の
楽
し
み
を
共
有
す
る
こ
と
を
得
て
、

こ
こ
に
遊
覧
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
聖
人
皇
帝
の
治
め
給
う
時
代
の
平
穏
無
事
の
楽
し

み
に
通
じ
る
よ
う
願
う
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
記
述

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
先
に
言
及
さ
れ
た
『
禮
記
』
雜
記
下
の
対
話
を
意
識
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
記
に
表
現
さ
れ
た
、
地
方
長
官
が
吏

民
と
共
有
す
る
遊
楽
は
、
既
に
見
た
「
衆
樂
」
と
同
じ
発
想
に
よ
る
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
さ
ら
に
経
書
の
典
拠
と
し
て
『
禮
記
』
雜
記
下
の
孔
子
と
子
貢

と
の
対
話
を
加
え
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
平
穏
で
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
た
皇

帝
の
恩
恵
を
た
た
え
る
と
い
う
意
味
合
い
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
韓
琦
は
こ
の
後
、
知
相
州
（
現
河
南
省
安
陽
市
）
で
あ
っ
た
至
和
三
年

（
一
〇
五
六
）
に
、
こ
れ
ら
と
類
似
の
名
を
持
つ
「
康
樂
園
」
を
整
備
し
て
お
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
「
相
州
新
修
園
池
記
」
（
安
陽
集
箋
注
巻
二
十
一

同
）
を
制
作
し

て
い
る
。
そ
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
軍
事
上
の
要
地
で
あ
っ
た
相
州

で
は
、
宋
朝
に
よ
る
統
一
後
、
不
用
に
な
っ
た
武
器
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
州
の
役
所
と
北
の
牙
城
の
間
に
あ
る
後
園
は
東
西
に
細
長
く
ひ
ど
く
狭

苦
し
く
、
牙
城
の
北
に
あ
る
官
の

畑
の

中
で
は
、
「

抱
螺
」
と
い
う
名
の
廃

臺
が
い

ば
ら
に
覆
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
韓
琦
は
着
任
後
、
こ
れ
ら
の
整
備
に
着
手
し
た
の

で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
そ
の
整
備
の
次
第
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。

予
之
來
、
雖
以
病
不
堪
事
、
然
猶
不
敢
偸
安
自
放
而
忘
治
之
所
急
。
于
是
辟
牙

城
而
北
之
、
三
分
蔬
圃
之
地
。
其
一
居
新
城
之
南
、
西
爲
甲
仗
庫
、
凡
五
十
六

間
、
由
是
兵
械
百
萬
計
、
始
區
而
別
焉
。
以
庫
東
之
餘
地
通
于
後
園
、
由
是
園

之
南
北

始
與
東
西

均
焉
。

又
于
其
東
前

直
太
守
之

居
建

大
堂
曰
「

晝
錦
」
、

堂

之
東
南
建
射
亭
曰
「
求
己
」、

堂
之
西
北
建
小
亭
曰
「
廣
春
」。
其
二
居
新
城
之

北
、
爲
園
曰
「
康
樂
」。

直
廢
臺
鑿
門
通
之
、
治
臺
起
屋
曰
「
休
逸
」、
得
魏
冰

井
廢
臺
鐵
梁
四
爲
之
柱
。
臺
北
鑿
大
池
、
引

�水
而
灌
之
、
有
蓮
有
魚
。
南
北

二
園
、
皆
植
名
花
・
雜
果
・
松
柏
・
楊
柳
所
宜
之
木
凡
數
千
株
。

予
の
來
た
る
や
、
病
を
以
て
事
に
堪
へ
ず
と
雖
も
、
然
る
に
猶
ほ
敢
へ
て
安
き

を
偸
み
て
自
ら
放
ち
而
し
て
治
の
急
ぐ
所
を
忘
れ
ず
。
是
に
于
い
て
牙
城
を
辟

き
て
之
を
北
し
、
蔬
圃
の
地
を
三
分
す
。
其
の
一
は
新
城
の
南
に
居
し
、
西
は

甲
仗
庫
を
爲
り
、
凡
そ
五
十
六
間
、
是
に
由
り
て
兵
械
百
萬
計
、
始
め
て
區
し

て
別
つ
。
庫
東
の
餘
地
を
以
て
後
園
に
通
じ
、
是
に
由
り
て
園
の
南
北
は
始
め

て
東
西
と
均
し
。
又
其
の
東
前
に
太
守
の
居
に
直
し
て
大
堂
を
建
て
「
晝
錦
」

と
曰
ひ
、
堂
の
東
南
に
射
亭
を
建
て
「
求
己
」
と
曰
ひ
、
堂
之
西
北
に
小
亭
を

建
て
「
廣
春
」
と
曰
ふ
。
其
の
二
は
新
城
の
北
に
居
し
、
園
を
爲
り
て
「
康
樂
」

と
曰
ふ
。
廢
臺
に
直
し
て
門
を
鑿
ち
て
之
を
通
し
、
臺
を
治
め
て
屋
を
起
こ
し

て
「
休
逸
」
と
曰
ひ
、
魏
の
冰
井
廢

臺
の
鐵
梁
四
を
得
て
之
の
柱
と
爲
す
。
臺
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北
に
大
池
を
鑿
ち
、

�水
を
引
き
て
之
を
灌
し
、
蓮
有
り
魚
有
り
。
南
北
二
園
、

皆
名
花
・
雜
果
・
松
柏
・
楊
柳
の
宜
し
き
所
の
木
凡
そ
數
千
株
を
植
う
。

韓
琦
の
行
っ
た
造
成
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
「
其
一
」
は
、
牙
城
を
北
に

拡
張
し
、
畑
を
三
分
し
て
武
器
庫
を
建
て
、
官
舎
裏
の
庭
園
を
拡
張
整
備
し
て
「
晝

錦
堂
」
と
礼
の
規
定
に
よ
る
射
を
行
う
「
求
己
亭
」
、
ま
た
「
廣
春
亭
」
を
設
け
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
特
に
「
晝
錦
堂
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
記
の
後
半
で
、

「
觀
吾
堂
者
、
知
太
守
仗
旄
節
來
故
郷
、
得
古
人
衣
錦
晝
游
之
美
、
而
不
知
我
竊
志

榮
幸
之
過
、
朝
夕
自
視
、
思
有
以
報
吾
君
也
。」（
吾
が
堂
を
觀
る
者
は
、
太
守
の
旄

節
を
仗
し
て
故
郷
に
來
た
り
、
古
人
の
錦
を
衣
て
晝
に
游
ぶ
の
美
を
得
る
を
知
る
も
、

我
の
竊
か
に
榮
幸
の
過
ぎ
た
る
を
志
し
、
朝
夕
に
自
ら
視
、
以
て
吾
君
に
報
ゆ
る
こ

と
有
ら
ん
と
思
ふ
を
知
ら
ず
。
）
記
し
て
お
り
、
故
郷
で
あ
る
相
州
南
陽
へ
の
赴
任

に
当
た
っ
て
、
韓
琦
が
皇
帝
へ
の
感
謝
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ

ま
り
こ
れ
ら
は
、
儒
教
の
儀
礼
や
、
韓
琦
自
身
の
皇
帝
へ
の
心
情
を
反
映
し
た
、
知

識
人
・
官
僚
と
し
て
の
彼
の
属
性
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
「
其
二
」
は
、
牙
城
の
北
側
に
「
康
樂
園
」
を
整
備
す
る
も
の
だ
が
、
官
舎

裏
の
庭
園
と
「
康
楽
園
」
と
は
違
っ
た
役
割
を
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
さ
ら
に
続
く

部
分
で
、
韓
琦
は
こ
の
「
康
樂
園
」
で
の
遊
楽
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

既
成
而
遇
寒
食
節
、
州
之
士
女
、
無
老
幼
皆
摩
肩
躡
武
來
游
吾
園
。
或
遇
樂
而

留
、
或
擇
勝
而
飲
、
歎
賞
歌
呼
、
至
徘
徊
忘
歸
。
而
知
天
子
聖
仁
、
致
時
之
康
、

太
守
能
宣
布
上
恩
、
使
我
屬
有
此
一
時
之
樂
、
則
吾
名
園
之
意
、
爲
不
誣
矣
。

既
に
成
り
て
寒
食
節
に
遇
ひ
、
州
の
士
女
、
老
幼
無
く
皆
な
摩
肩
躡
武
し
て
來

た
り
て
吾
が
園
に
游
ぶ
。
或
ひ
は
樂
に
遇
ひ
て
留
ま
り
、
或
ひ
は
勝
を
擇
び
て

飲
み
、
歎
賞
歌
呼
し
、
徘
徊
し
て
歸
る
を
忘
る
る
に
至
る
。
而
し
て
天
子
の
聖

仁
に
し
て
、
時
の
康
き
を
致
し
、
太
守
の
能
く
上
恩
を
宣
布
し
、
吾
が
屬
を
し

て
此
の
一
時
の
樂
有
ら
し
む
る
を
知
ら
れ
、
則
ち
我
の
園
に
名
づ
く
る
の
意
は
、

誣
な
ら
ず
と
爲
す
。

「
康
樂
園
」
は
、
そ
の
名
称
か
ら
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
錢
公

輔
の
「
衆
樂
園
」
ま
た
韓
琦
自
身
の
「
衆
春
園
」
と
同
じ
く
、
特
定
の
時
節
に
人
民

に
庭
園
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
下
の
太
平
を
も
た
ら
し
た
皇
帝
の
恩
恵
を
感

じ
さ
せ
る
と
い
う
、
公
共
性
や
公
開
性
を
よ
り
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

定
州
で
の
韓
琦
は
、
自
分
の
休
息
あ
る
い
は
修
養
の
た
め
の
場
所
と
、
人
民
と
共
有

す
る
楽
の
た
め
の
場
所
と
を
区
別
し
て
整
備
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
慶
暦
の
新
政
の
破
綻
か
ら
至
和
年
間
（
一
〇
五
四
―

一
〇
五
六
）
く
ら
い
ま
で
の
間
、
所
謂
「
朋
黨
」
と
し
て
批
判
を
受
け
地
方
に
左
遷

さ
れ
て
い
た
人
々
が
制
作
し
た
官
舎
庭
園
や
遊
楽
を
記
念
す
る
文
章
で
は
、
公
人
の

楽
の
あ
り
方
、
特
に
人
民
と
の
共
有
と
い
う
テ
ー
マ
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
お

い
て
は
こ
の
テ
ー
マ
が
『
孟
子
』
や
『
禮
記
』
と
い
っ
た
経
書
を
踏
ま
え
た
正
統
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
表
現
に
は
彼
等
の
士
大
夫
と
い
う

社
会
的
存
在
と
し
て
の
自
負
の
強
さ
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
政
治
的
な
含
意
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
こ
の
よ

う
な
遊
楽
の
記
述
は
、
そ
の
表
現
が
定
型
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
傾
向
を
持
ち
、

楽
し
げ
に
描
か
れ
て
は
い
て
も
ど
こ
か
面
白
み
に
欠
け
た
平
板
な
も
の
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
地
方
官
の
遊
楽
の
記
述
に
彼
ら
個
々
の
よ
り
自
由
な
発
想
が
表
現
さ
れ

る
の
は
、
次
の
嘉
祐
年
間
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
変
奏
②

孫
覺
の
「
衆
樂
」

仁
宗
嘉
祐
年
間
（
一
〇
五
六
―
一
〇
六
三
）
に
な
っ
て
も
、
地
方
官
の
人
民
と
の

楽
の
共
有
を
う
た
う
記
は
制
作
さ
れ
続
け
て
い
る
。
例
と
し
て
、
范
仲
淹
・
歐
陽
脩
・

韓
琦
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
近
い
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
劉
敞
（
一
〇
一
九
―
一
〇
六
八
）
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の
「
東
平
樂
郊
池
亭
記
」
（
公
是
集
巻
三
十
六
・
全
宋
文
巻
千
二
百
九
十
四
）
を
挙

げ
て
み
よ
う
。
張
尚
英
氏
編
『
劉
敞
年
譜
』
（
呉
洪
澤
氏
・
尹
波
氏
主
編

宋
人
年

譜
叢
刊
四
四
川
大
學
出
版
社
二
〇
〇
三
年
）
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
劉
敞
が
知

�

州
（
現
山
東
省
東
平
県
）
に
任
命
さ
れ
た
の
は
嘉
祐
三
年
（
一
〇
五
八
）
四
月
で
あ

り
、
六
月
に
着
任
し
た
が
、
十
一
月
に
は
罪
に
問
わ
れ
て
開
封
に
召
還
さ
れ
、
取
調

べ
を
受
け
た
後
、
宗
正
司
修
玉
牒
官
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
照
ら
せ

ば
、
こ
の
文
章
は
嘉
祐
三
年
の
六
月
か
ら
十
一
月
の
間
に
書
か
れ
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
次
に
示
す
の
は
そ
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

古
者
、
諸
侯
雖
甚
陋
、
必
有
苑
囿
車
馬
鐘
鼓
之
好
、
池
臺
鳥
獸
魚
鼈
之
樂
、
然

後
乃
能
爲
國
、
非
以
娯
意
、
崇
不
急
也
。
以
合
士
大
夫
、
交
賓
客
賢
者
、
而
同

吏
民
也
。「
蟋
蟀
」「
山
樞
」「
車
鄰
」「
駟

�」「
有

�」
之
詩
是
已
。

古
者
、
諸
侯
甚
だ
陋
な
る
と
雖
も
、
必
ず
苑
囿
車
馬
鍾
鼓
の
好
、
池
臺
鳥
獸

魚
鼈
の
樂
有
り
、
然
る
後
に
乃
ち
能
く
國
を
爲
す
は
、
意
を
娯
し
ま
す
を
以
て

す
る
に
非
ず
、
崇
び
て
急
が
ざ
る
な
り
。
以
て
士
大
夫
に
合
し
、
賓
客
賢
者
に

交
は
り
、
而
し
て
吏
民
と
同
じ
く
す
る
な
り
。「
蟋
蟀
」「
山
樞
」「
車
鄰
」「
駟

�」「
有

�」
の
詩
は
是
れ
の
み
。

こ
こ
で
は
「
衆
樂
」
「
偕
樂
」
等
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
い
に
し
え
の

諸
侯
が
必
ず
楽
し
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
「
池
臺
鳥
獸
魚
鼈
之
樂
」
は
、
既
に
見
た
、

「
偕
楽
」
の
典
拠
で
あ
る
『
孟
子
』
梁
惠
王
上
で
、
文
王
が
人
民
と
と
も
に
整
備
し

楽
し
ん
だ
場
に
つ
い
て
記
し
て
い
た
、
「
謂
其
臺
曰
靈
臺
、
謂
其
沼
曰
靈
沼
、
樂
其

有
麋
鹿
魚
鼈
。
」
を
踏
ま
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
同
様
の
「
吏
民
と

同
じ
く
す
る
」
楽
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
詩
』
の
五
篇
を
指
摘
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
楽
の
正
統
性
を
強
調
し
て
説
明
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
も
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
嘉
祐
年
間
に
は
、

歐
陽
脩
ら
よ
り
も
ひ
と
世
代
後
の
人
々
の
間
の
「
衆
樂
」
を
め
ぐ
る
思
考
に
新
た
な

展
開
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
を
特
徴
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
嘉
祐
三
年
（
一
〇

五
八
）
六
月
に
太
平
縣
（
現
安
徽
省
）
令
の
孫
覺
（
一
〇
二
八
―
一
〇
九
〇
）
が
記

し
た
、「
衆
樂
亭
記
」（
嘉
慶
太
平
縣
志
巻
九
・
全
宋
文
巻
千
五
百
八
十
五
）
で
あ
る
。

孫
覺
は
、
北
宋
中
期
に
活
動
し
た
數
多
く
の
文
人
た
ち
の
な
か
で
は
、
あ
ま
り
広
く

知
ら
れ
る
人
物
で
は
な
い
が
、
『
宋
史
』
巻
三
百
四
十
四
な
ら
び
に
『
東
都
事
略
』

巻
九
十
二
、
ま
た
清
・
茆

�林
編
『
宋
孫

�老
先
生
年
譜
』（
曹
精
華
氏
校
點
本

宋
人
年
譜
叢
刊
四
）
に
よ
る
と
、
字
は

�老
、
高
郵
（
現
江
蘇
省
高
郵
縣
）
の
人
で

あ
り
、
若
年
期
に
胡

�に
師
事
し
、
仁
宗
皇
祐
元
年
（
一
〇
四
九
）
に
進
士
及
第
の

後
、
神
宗
期
に
右
正
言
、
知
通
州
を
経
て
、
煕
寧
二
年
（
一
〇
六
九
）
に
知
諫
院
・

審
官
院
と
な
っ
た
が
、
も
と
は
親
し
か
っ
た
王
安
石
の
掲
げ
た
新
法
の
政
策
に
異
議

を
唱
え
て
知
廣
徳
軍
に
転
出
し
た
。
そ
の
後
、
湖
・
廬
・
潤
・
蘇
・
福
・
亳
・
揚
・

徐
の
諸
州
及
び
應
天
府
の
知
事
等
を
歴
任
、
哲
宗
期
に
旧
法
が
復
活
す
る
と
侍
講
を

兼
職
し
、
御
史
中
丞
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
孫
覺

も
ま
た
旧
法
系
の
官
僚
の
一
人
で
あ
る
。

次
に
そ
の
「
衆
樂
亭
記
」
の
冒
頭
部
分
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

物
之
可
樂
多
矣
、
惟
其
性
之
所
嗜
。
至
山
溪
之
勝
絶
、
水
石
之
清
涼
、
則
未
有

不
樂
之
者
。
夫
無
情
然
後
可
以
待
有
情
、
無
情
之
至
、
則
有
情
者
皆
爲
之
役
。

山
水
之
樂
、
不
幾
於
無
情
者
與
。

物
の
樂
し
む
べ
き
も
の
多
し
、
惟
だ
其
の
性
の
嗜
む
所
な
る
の
み
。
山
溪
の
勝

絶
、
水
石
の
清
涼
に
至
り
て
は
、
則
ち
未
だ
之
を
樂
し
ま
ざ
る
者
有
ら
ず
。
夫

れ
無
情
に
し
て
然
る
後
に
以
て
有
情
を
待
つ
べ
く
、
無
情
の
至
れ
ば
、
則
ち
有

情
の
者
は
皆
な
之
の
爲
に
役
せ
ら
る
。
山
水
の
樂
は
、
無
情
の
者
に
幾
か
ら
ざ

る
か
。

樂
し
む
こ
と
の
で
き
る
物
は
多
い
が
、
こ
れ
は
そ
の
本
性
が
好
ま
し
い
も
の
な
の

だ
。
山
あ
い
の
溪
谷
の
甚
だ
素
晴
ら
し
い
景
観
、
水
と
石
の
す
が
す
が
し
さ
に
至
っ
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て
は
、
こ
れ
を
樂
し
ま
な
い
者
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も
心
の
働
き
を
持
た
な
い
も
の

で
あ
る
か
ら
こ
そ
心
の
働
き
を
持
つ
も
の
（
人
間
）
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ

の
心
の
働
き
を
持
た
な
い
も
の
が
そ
の
極
致
に
達
す
れ
ば
、
心
の
働
き
を
持
つ
も
の

は
み
な
そ
れ
に
使
役
さ
れ
る
の
だ
。
山
水
の
楽
し
み
は
、
こ
の
よ
う
な
心
の
働
き
を

持
た
な
い
も
の
に
近
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
衆
樂
亭
記
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
も
の
と
内
容
が
か
な
り
異
な
り
、
人

間
に
よ
る
山
水
の
美
景
の
鑑
賞
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
記
の
後
半

で
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

夫
惟
至
樂
、
無
假
於
外
。
彼
皆
未
能
無
憂
於
中
、
故
假
於
外
而
後
樂
也
。
蓋
君

子
出
處
、
不
累
於
心
、
而
憂
樂
兩
忘
矣
。
然
則
君
子
無
憂
樂
已
乎
。
君
子
樂
與

衆
樂
、
憂
與
衆
憂
、
而
身
不
與
也
。

夫
れ
惟
だ
至
樂
は
、
外
に
假
る
無
き
の
み
。
彼
は
皆
未
だ
中
に
憂
ひ
無
き
こ

と
能
は
ず
、
故
に
外
に
假
り
て
後
に
樂
し
む
な
り
。
蓋
し
君
子
は
出
處
し
て
、

心
に
於
い
て
累
は
ず
、
而
し
て
憂
樂
は
兩
つ
な
が
ら
忘
る
。
然
れ
ば
則
ち
君
子

は
憂
樂
無
き
の
み
か
。
君
子
は
衆
と
與
に
樂
し
む
を
樂
し
み
、
衆
と
與
に
憂
ふ

を
憂
ふ
、
而
る
に
身
は
與
ら
ざ
る
な
り
。

そ
も
そ
も
至
上
の
樂
と
い
う
も
の
は
、
外
物
に
仮
託
す
る
こ
と
が
な
い
。
み
な
心

中
に
憂
い
が
無
い
状
態
に
は
な
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
外
物
に
仮
託
し
て
初
め
て
樂
し

め
る
の
で
あ
る
。
思
う
に
君
子
は
出
処
進
退
を
心
に
か
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
憂

い
と
楽
し
み
の
い
ず
れ
を
も
忘
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
君
子
に
は
憂
い

も
楽
し
み
も
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
君
子
は
多
く
の
人
々
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
を
楽

し
み
、
多
く
の
人
々
と
と
も
に
憂
え
る
こ
と
を
憂
え
る
が
、
そ
の
憂
楽
に
自
分
自
身

は
関
与
し
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
見
た
諸
々
の
「
衆
樂
」
に
関
す
る
記
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ

こ
で
も
「
君
子
樂
與
衆
樂
、
憂
與
衆
憂
」
と
い
う
表
現
は
、
『
孟
子
』
梁
惠
王
下
の

一
連
の
記
述
、
取
り
立
て
て
言
え
ば
そ
の
中
の
「
樂
民
之
樂
者
、
民
亦
樂
其
樂
。
憂

民
之
憂
者
、
民
亦
憂
其
憂
。」（
民
の
樂 ら
くを
樂
し
む
者
は
、
民
も
亦 ま
た

其
の
樂 ら
くを
樂
し

み
、
民
の
憂
ひ
を
憂
ふ
る
者
は
、
民
も
亦
其
の
憂
ひ
を
憂
ふ
。
樂
し
む
に
天
下
を

以
て
し
、
憂
ふ
る
に
天
下
を
以
て
す
。
）
を
意
識
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ

で
の
「
君
子
」
は
、「
而
身
不
與
也
。」（
而
る
に
身
は
與
ら
ざ
る
な
り
。）
と
さ
れ
、

そ
の
心
は
人
民
と
共
有
さ
れ
る
楽
の
中
に
は
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
韓
琦
の

記
に
お
い
て
、
知
識
人
た
る
自
己
の
楽
と
人
民
に
公
開
し
共
有
す
る
楽
と
を
区
別
す

る
態
度
が
現
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
の
孫
覺
の
楽
は
彼
の
個
人
的
な
も
の
と
な
り
、

内
面
化
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
楽
し
む
至
上
の
楽
は
外
物
に
仮
託
す
る
こ
と
が
な
く
、

憂
い
と
楽
し
み
は
い
ず
れ
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
に
続
く
記
の
末
尾
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

余
令
太
平
之
年
、
得
縣
之
東
山
溪
之
會
處
以
作
亭
焉
、
而
至
者
樂
之
、
因
名
之

曰
衆
樂
、
又
列
其
所
以
樂
者
、
爲
之
記
以
自
覽
。
嘉
祐
三
年
六
月
、
守
縣
令
孫

覺
記
。

余
太
平
に
令
た
る
の
年
、
縣
の
東
山
溪
の
會
處
を
得
て
以
て
亭
を
焉
に
作
り
、

而
し
て
至
る
者
は
之
を
樂
し
む
、
因
り
て
之
に
名
づ
け
て
衆
樂
と
曰
ひ
、
又
た

其
の
樂
し
む
所
以
の
者
を
列
ね
、
之
の
爲
に
記
し
て
以
て
自
ら
覽
る
。
嘉
祐
三

年
六
月
、
守
縣
令
孫
覺
記
。

孫
覺
が
任
地
の
景
勝
地
に
造
営
し
た
亭
に
「
衆
樂
」
と
名
付
け
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
政
治
的
な
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
彼
と
身
近
で
あ
っ
た
人
々

の
例
に
倣
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
何
度
も
く
り
返
さ
れ
て
い
た
儒
教
の
倫
理

を
反
映
す
る
「
楽
の
人
民
と
の
共
有
」
と
い
う
理
念
に
つ
い
て
彼
は
も
う
言
及
し
な

い
。
こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
長
官
と
い
う
立
場
に
い
る
ひ
と
り
の
人
物
の

内
面
の
安
定
で
あ
る
。

孫
覺
の
こ
の
記
と
類
似
し
た
思
考
を
展
開
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
嘉
祐
六
年
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（
一
〇
六
一
）
に
曾
鞏
（
一
〇
一
九
―
一
〇
八
三
）
が
制
作
し
た
「
清
心
亭
記
」（
南

豐
先
生
元
豐
類

�巻
十
八
四
部
叢
刊
本
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

こ
の
年
に
徐
州
蕭
縣
（
現
安
徽
省
蕭
県
）
令
と
な
っ
た
尚
書
虞
部
員
外
郎
の
梅
氏
の

依
頼
に
よ
り
、
そ
の
役
所
の
東
亭
を
改
作
し
た
清
心
亭
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
、
地
方
官
の
閑
居
と
修
養
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

夫
人
之
所
以
神
明
其
徳
、
與
天
地
同
其
變
化
■ マ
マ、
夫
豈
遠
哉
。
生
於
心
而
已
矣
。

若
夫
極
天
下
之
知
、
以
窮
天
下
之
理
、
於
夫
性
之
在
我
者
、
能
盡
之
、
命
之
在

彼
者
、
能
安
之
、
則
萬
物
自
外
至
者
、
安
能
累
我
哉
。
此
君
子
之
所
以
虚
其
心

也
。
萬
物
不
能
累
我
矣
。
而
應
乎
萬
物
、
與
民
同
其
吉
凶
者
、
亦
未
嘗
廢
也
。

於
是
有
法
誡
之
設
、
邪
僻
之
防
、
此
君
子
之
所
以
斉
其
心
也
。
虚
其
心
者
、
極

乎
精
微
、
所
以
入
神
也
。
斉
其
心
者
、
由
乎
中
庸
、
所
以
致
用
也
。
然
則
君
子

之
欲
脩
其
身
治
其
國
家
天
下
者
、
可
知
矣
。

夫
れ
人
の
其
の
徳
を
神
明
に
し
、
天
地
と
其
の
變
化
■
を
同
じ
く
す
る
所
以
は
、

夫
れ
豈
に
遠
か
ら
ん
や
。
心
に
於
い
て
生
ず
る
の
み
。
若
し
夫
れ
天
下
の
知
を

極
め
、
以
て
天
下
の
理
を
窮
め
、
夫
の
性
の
我
に
在
る
者
に
於
い
て
、
能
く
之

を
盡
く
し
、
命
の
彼
に
あ
る
者
は
、
能
く
之
に
安
ん
ず
れ
ば
、
則
ち
萬
物
の
外

よ
り
至
る
者
は
、
安
ん
ぞ
能
く
我
を
累
は
さ
ん
や
。
此
れ
君
子
の
其
の
心
を
虚

し
く
す
る
所
以
な
り
。
萬
物
は
我
を
累
は
す
能
は
ず
。
而
る
に
萬
物
に
應
じ
、

民
と
與
に
其
の
吉
凶
を
同
じ
く
す
る
者
は
、
亦
未
だ
嘗
て
廢
せ
ざ
る
な
り
。
是

に
於
い
て
法
誡
の
設
、
邪
僻
の
防
有
り
、
此
れ
君
子
の
其
の
心
を
斉 つ
つ
しむ
所
以
な

り
。
其
の
心
を
虚
し
く
す
る
は
、
精
微
を
極
め
、
神
に
入
る
所
以
な
り
。
其
の

心
を
斉
む
は
、
中
庸
に
由
り
、
用
を
致
す
所
以
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
君
子
の
其

の
身
を
脩
め
其
の
國
家
天
下
を
治
め
ん
と
欲
す
る
は
、
知
る
べ
し
。

君
子
が
、
天
下
の
理
と
知
と
を
極
め
、
自
分
に
内
在
す
る
性
を
尽
く
し
、
天
命
に

安
ん
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
心
を
虚
し
く
す
れ
ば
、
外
物
に
煩
わ
さ
れ
な
い
境

地
に
至
る
。
地
方
官
に
と
っ
て
は
、
万
物
に
対
応
し
て
人
民
と
吉
凶
を
共
に
す
る
こ

と
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
修
養
に
よ
り
心
を
虚
し
く
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
君
子
の
修
養
を
、
国
家
を
治
め
る
と
い
う
目
的

の
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。「
與
民
同
其
吉
凶
」
と
い
う
表
現
に
は
、

地
方
長
官
と
人
民
の
関
係
に
対
す
る
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
も
は
や
「
樂
」

の
字
は
用
い
ら
れ
ず
、
ま
し
て
や
為
政
者
が
こ
れ
を
人
民
と
共
有
す
る
こ
と
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

嘉
祐
年
間
の
孫
覺
や
曾
鞏
の
記
に
展
開
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
思
考
は
、
地
方
長
官

の
閑
居
に
お
け
る
外
物
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
精
神
的
修
養
を
重
視
す
る
点
で
、

蘇
軾
（
一
〇
三
六
―
一
一
〇
一
）
が
鳳
翔
府
簽
書
判
官
事
で
あ
っ
た
嘉
祐
八
年
（
一

〇
六
三
）
に
、
知
鳳
翔
府
の
陳
希
亮
（
一
〇
〇
〇
―
一
〇
六
五
）
が
整
備
し
た
臺
に

寄
せ
た
「
凌
虚
臺
記
」
（
東
坡
集
巻
三
十
一

古
典
研
究
會
叢
書

漢
籍
之
部

第

十
六
巻

汲
古
書
院

一
九
九
一
年
）
）
以
降
、
煕
寧
か
ら
元
豐
年
間
に
か
け
て
の

時
期
に
、
い
く
つ
も
の
記
の
な
か
で
繰
り
返
し
強
調
す
る
発
想
に
近
く
、
そ
の
先
駆

け
と
な
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
か
で
も
、
蘇
軾
が
通
判
杭
州

で
あ
っ
た
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
に
、
当
時
、
知
湖
州
に
在
任
し
て
い
た
孫
覺
が

州
内
の
漢
以
降
の

金
石

碑
刻
を

収
集
し
た

墨
妙
亭
に
寄
せ
た
「

墨
妙
亭
記
」
（
同
）

で
は
、或
以
謂
余
、
凡
有
物
必
歸
於
盡
、
而
恃
形
以
爲
固
者
、
尤
不
可
長
、
雖
金
石
之

堅
、
俄
而
變
壞
。
至
於
功
名
文
章
、
其
傳
世
垂
後
、
猶
爲
差
久
。

或 あ
る
ひ
と

以
て
余
に
謂
へ
ら
く
、
凡
そ
物
有
れ
ば
必
ず
盡
く
る
に
歸
し
、
形
を
恃
み

て
以
て
固
し
と
爲
す
者
は
、
尤
も
長
か
る
べ
か
ら
ず
、
金
石
の
堅
き
と
雖
も
、

俄
に
し
て
變
壞
す
。
功
名
文
章
に
至
り
て
は
、
其
の
世
に
傳
は
り
後
に
垂
る
る

こ
と
、
猶
ほ
差 や
や久
し
と
爲
す
。

と
、
「

余
」
に
対
す
る
「

或 あ
る
ひ
と」
の
言

葉
を
記
す

形
で
物
の
有

限
性
に
関
し
て

論
じ
て

湯浅陽子 「衆樂」とその変奏―北宋中期における地方官の遊楽をめぐって―

二二五五



い
る
。
「
或
」
が
直
接
孫
覺
を
指
す
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
は
蘇
軾
と
孫

覺
の
実
際
の
対
話
の
内
容
が
い
く
ら
か
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
蘇
軾
の
一
連
の
記
で
は
、
閑
居
に
お
け
る

外
物
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
精
神
的
修
養
が
く
り
返
し
希
求
さ
れ
る
が
、
そ
れ

ら
の
表
現
は
、
本
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
地
方
官
の
求
め
る
閑
居
の
理
想
が
、
人

民
と
共
有
す
る
「
衆
樂
」
か
ら
次
第
に
よ
り
個
人
的
な
、
精
神
的
な
充
足
へ
と
そ
の

重
心
を
移
動
さ
せ
て
い
く
動
き
を
受
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
蘇
軾
の
個
人
的
な
志
向
に

合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
変
奏
③

司
馬
光
の
「
獨
樂
」

最
後
に
、
「
衆
樂
」
の
変
奏
の
も
う
ひ
と
つ
の
現
れ
と
し
て
、
司
馬
光
（
一
〇
一

九
―
一
〇
八
六
）
の
「
獨
楽
」
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
き
た
い
。
哲
宗
煕
寧
四
年

（
一
〇
七
一
）
四
月
に
、
端
明
殿
學
士
・
判
西
京
留
守
御
史
臺
に
任
命
さ
れ
て
洛
陽

に
赴
い
た
司
馬
光
は
、
同
六
年
（
一
〇
七
三
）
に
、
提
擧
西
京
嵩
山
崇
福
宮
と
な
り
、

形
の
上
で
は
一
旦
、
引
退
者
と
な
っ
た
。
こ
の
年
司
馬
光
は
洛
陽
に
獨
樂
園
と
名
付

け
た
庭
園
を
整
備
し
、
こ
れ
に
自
ら
「
獨
樂
園
記
」
（
増
廣
司
馬
温
公
全
集
巻
九
十

九
汲
古
書
院
一
九
九
三
年
）
を
寄
せ
て
い
る
。
次
に
そ
の
冒
頭
部
分
を
挙
げ
て

み
よ
う
。

『
孟
子
』
曰
、「
獨
樂
樂
、
不
如
與
人
樂
樂
。
與
少
樂
樂
、
不
如
與
衆
樂
樂
。」

此
王
公
大
人
之
樂
、
非
貧
賤
所
及
也
。
孔
子
曰
、「
飯

�飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、

樂
亦
在
其
中
矣
。
」
「
顔
子
一
箪
食
一
瓢
飲
、
不
改
其
樂
。
」
此
聖
賢
之
樂
、
非

愚
者
所
及
也
。
若
鷦
鷯
巣
林
、
不
過
一
枝
、
偃
鼠
飲
河
、
不
過
滿
腹
、
各
盡
其

分
而
安
之
。
此
乃
迂
叟
之
所
樂
也
。

『
孟
子
』
曰
く
、
「
獨
り
樂
し
て
樂
し

む
は
、
人
と
與
に
樂
し
て
樂
し

む
に
如

か
ず
。
少
な
き
と
與
に
樂
し
て
樂
し
む
は
、
衆
き
と
與
に
樂
し
て
樂
し
む
に
如

か
ず
」
と
。
此
れ
王
公
大
人
の
樂
に
し
て
、
貧
賤
の
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。

孔
子
曰
く
、
「

�食
を
飯 く
ら

ひ
水
を
飲
み
、
肱
を
曲
げ
て
之
を
枕
に
す
る
も
、
樂

は
亦
其
の
中
に
在
り
。」「
顔
子
は
一
箪
食
一
瓢
飲
に
し
て
、
其
の
樂
を
改
め

ず
」
と
。
此
れ
聖
賢
の
樂
に
し
て
、
愚
者
の
及
ぶ
所
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
鷦
鷯

は
林
に
巣
つ
く
る
に
、
一
枝
を
過
ぐ
さ
ず
、
偃
鼠
は
河
に
飲
む
に
、
滿
腹
を
過

ぐ
さ
ざ
る
が
若
く
、
各
お
の
其
の
分
を
盡
く
し
て
之
に
安
ん
ず
。
此
れ
乃
ち
迂

叟
の
樂
し
む
所
な
り
。

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
冒
頭
に
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
本
稿
で
「
衆
樂
」

の
典

拠
と
し
て

度
々

取
り
上
げ
て
き
た
、
『
孟
子
』

梁
惠
王

篇
下
の
次
の
部
分
を
つ

づ
め
た
も
の
で
あ
る
。

曰
、「
獨
樂
樂
、
與
人
樂
樂
、
孰
樂
」。
曰
、「
不
若
與
人
。」
曰
、「
與
少
樂
樂
、

與
衆
樂
樂
、
孰
樂
。」
曰
、「
不
若
與
衆
。」

曰
く
、
「
獨
り
樂 が
く

し
て
樂
し

む
と
、
人
と
與
に
樂 が
く

し
て
樂
し

む
と
、

孰
れ
か
樂

し
か
ら
ん
」
と
。
曰
く
、「
人
と
與
に
す
る
に
は
若
か
ず
」
と
。
曰
く
、「
少
な

き
と
與
に
樂 が
くし
て
樂
し
む
と
、
衆
き
と
與
に
樂 が
くし
て
樂
し
む
と
、
孰
れ
か
樂
し

か
ら
ん
」
と
。
曰
く
、「
衆
き
と
與
に
す
る
に
若
か
ず
」
と
。

こ
の
「
獨
樂
園
記
」
に
お
い
て
も
、
「
樂
」
は

や
は
り
「

音
楽
」
で
は
な
く
「
た

の
し
み
」
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
引
用
は
、
司
馬
光
の
「
獨
樂
」

が
、
や
は
り
『
孟
子
』
梁
惠
王
下
を
典
拠
と
し
、
か
つ
こ
れ
以
前
に
彼
の
近
し
い
人
々

に
よ
っ
て
書
か
れ
て
き
た
「
衆
樂
」
に
関
す
る
多
く
の
文
章
を
意
識
し
た
上
で
、
持

ち
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
だ
ろ
う
。
も
は
や
現
役
官
僚
で
は

な
く
退
職
者
と
な
っ
た
司
馬
光
に
は
、
任
地
の
官
舎
に
附
属
す
る
庭
園
で
は
な
く
、

そ
れ
と
は
対
照
的
な
自
己
の
退
休
の
地
の
自
分
が
個
人
的
に
所
有
す
る
庭
園
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
「
衆
樂
」
と
対

比
さ
れ
る
「
獨
樂
」
を
そ
の
名
に

選
ぶ
こ
と
が
可
能
で
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あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

引
用
し
た
部
分
で
司
馬
光
は
、
「
樂
」
を
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、

こ
の
『
孟
子
』
梁
惠
王
篇
下
を
典
拠
と
し
た
、
多
く
の
人
々
と
共
有
さ
れ
る
「
衆
樂
」

で
あ
り
、
こ
れ
は
貧
者
に
は
真
似
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
王
公
大
人
之
樂
」
と
さ
れ

て
い
る
。
二
つ
目
は
、『
論
語
』
述
而
篇
の
「
子
曰
、
飯
疏
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、

樂
亦
在
其
中
矣
。」
を
典
拠
と
す
る
「
貧
し
く
簡
素
な
生
活
の
楽
し
み
」、
な
ら
び
に

雍
也
篇
の
「
子
曰
、
賢
哉
囘
也
。
一
箪
食
一
瓢
飲
、
在
陋
巷
、
人
不
堪
其
憂
、
囘
也

不
改
其
樂
。」
を
典
拠
と
す
る
「
顔
回
の
貧
し
く
簡
素
な
生
活
の
楽
し
み
」
で
あ
り
、

こ
れ
は
愚
か
者
に
は
ま
ね
の
で
き
な
い
「
聖
賢
之
樂
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
両

者
よ
り
劣
る
三
つ
目
の
「
樂
」
は
、
一
枝
し
か
使
わ
な
い
巣
を
造
る
鷦
鷯
や
、
自
ら

の
腹
を
満
た
す
分
だ
け
河
の
水
を
飲
む
偃
鼠
と
い
っ
た
動
物
の
生
態
に
喩
え
ら
れ
る
、

自
ら
の
分
を
充
足
さ
せ
て
そ
れ
に
安
ん
じ
る
、
い
わ
ば
「
足
る
を
知
る
楽
し
み
」
で

あ
り
、
こ
れ
が
「
迂
叟
」（
世
情
に
う
と
い
老
人
。
司
馬
光
の
号
。）
た
る
自
己
の
楽

し
む
「
獨
樂
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
獨
樂
」
は
、
「
衆
樂
」
と
対
比
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
対
等
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
劣
る
も
の
と
し

て
、
ご
く
控
え
め
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
、
こ
の
記
の
末
尾
で
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

或
咎
迂
叟
曰
、
「
吾
聞
君
子
所
樂
、
必
與
人
共
之
。
今
吾
子
獨
取
足
於
己
、
不

以
及
人
。
其
可
乎
。」
迂
叟
謝
曰
、「
叟
愚
何
得
比
君
子
。
自
樂
恐
不
足
、
安
能

及
人
。
况
叟
之
所
樂
者
、
薄
陋
鄙
野
、
皆
世
之
所
弃
也
。
雖
推
以
與
人
、
且
不

取
、
豈
得
強
之
乎
。
必
也
有
人
肯
同
此
樂
、
則
再
拜
而
献
之
矣
。
安
敢
專
之
哉
。」

或
ひ
と
迂
叟
を
咎
め
て
曰
く
、
「
吾

君
子
の
樂
し
む
所
は
、
必
ず
人
と
之
を

共
に
す
と
聞
け
り
。
今
吾
子
は
獨
り
己
に
足
る
を
取
る
の
み
に
し
て
、
以
て

人
に
及
ぼ
さ
ず
。
其
れ
可
な
る
か
」
と
。
迂
叟
謝
し
て
曰
く
、
「
叟
は
愚
に
し

て
何
ぞ
君
子
に
比
さ
る
る
を
得
ん
。
自
ら
樂
し
み
て
足
ら
ざ
る
を
恐
れ
、
安
ん

ぞ
能
く
人
に
及
ぼ
さ
ん
。
况
ん
や
叟
の
樂
し
む
所
の
者
は
、
薄
陋
鄙
野
に
し
て
、

皆
世
の
弃
つ
る
所
な
り
。
推
し
て
以
て
人
に
與
ふ
る
と
雖
も
、
且
し
取
ら
ざ

れ
ば
、
豈
に
之
に
強
ひ
る
を
得
ん
や
。
必
ず
や
人
の
肯
じ
て
此
の
樂
を
同
じ
く

す
る
有
れ
ば
、
則
ち
再
拜
し
て
之
を
献
ぜ
ん
。
安
ん
ぞ
敢
へ
て
之
を
專
ら
に
せ

ん
や
」
と
。

こ
こ
で
は
駄
目
押
し
す
る
よ
う
に
、
楽
の
共
有
と
い
う
理
念
に
照
ら
し
て
「
獨
樂
」

に
検
討
が
加
え
ら
れ
る
。
「
迂
叟
」
は
、
こ
の
楽
は
、
君
子
な
ら
ざ
る
愚
か
な
る
我

が
、
世
人
の
捨
て
て
顧
る
こ
と
の
な
い
つ
ま
ら
ぬ
も
の
を
楽
し
む
も
の
だ
と
言
い
な

が
ら
、
そ
れ
で
も
も
し
も
共
有
し
た
い
人
が
あ
れ
ば
「
再
拜
し
て
之
を
獻
」
げ
よ
う

と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
知
識
人
の
あ
る
べ
き
楽
と
し
て
の
「
衆
樂
」
の
持
つ
規

範
性
を
、
司
馬
光
が
依
然
と
し
て
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

煕
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
に
知
徐
州
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
蘇
軾
は
、
こ
の
「
獨

樂
園
記
」
を
読
ん
だ
後
、
次
の
「
司
馬
君
實
獨
樂
園
」
詩
（
清

馮
應
榴
輯
訂

蘇

文
忠
公
詩
合
註
巻
十
五
中
文
出
版
社
一
九
七
九
年
）
を
制
作
し
、
司
馬
光
に
寄

せ
て
い
る
。

青
山
在
屋
上

青
山

屋
上
に
在
り

流
水
在
屋
下

流
水

屋
下
に
在
り

中
有
五
畝
園

中
に

五
畝
園
有
り

花
竹
秀
而
野

花
竹

秀
に
し
て
野
な
り

花
香
襲
杖

�

花
香

杖

�を
襲
い

竹
色
侵
盞

�

竹
色

盞

�を
侵
す

樽
酒
樂
餘
春

樽
酒

餘
春
を
樂
し
み

棋
局
消
長
夏

棋
局

長
夏
を
消
す

洛
陽
古
多
士

洛
陽

古
へ
よ
り
士
多
し

風
俗
猶
爾
雅

風
俗

猶
雅
に
爾
し
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先
生
臥
不
出

先
生
臥
し
て
出
で
ず

冠
蓋
傾
洛
社

冠
蓋
洛
社
に
傾
く

雖
云
與
衆
樂

衆
と
與
に
樂
し
む
と
云
ふ
と
雖
も

中
有
獨
樂
者

中
に
獨
り
樂
し
む
者
有
り

才
全
徳
不
形

才
は
全
く
し
て
徳
は
形
わ
れ
ず

所
貴
知
我
寡

貴
ぶ
所
は
我
を
知
る
も
の
の
寡
き
こ
と
な
り

こ
こ
に
は
、
蘇
軾
の
目
か
ら
見
た
、
閑
居
を
楽
し
む
司
馬
光
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
青
い
山
々
と
流
れ
る
水
に
囲
ま
れ
て
花
や
竹
が
み
ご
と
に
生
え
揃
っ
た
五
畝
の

庭
園
に
、
「
先
生
」
は
引
き
こ
も
っ
て
い
る
。
正
し
い
伝
統
を
伝
え
る
洛
陽
は
昔
か

ら
多
く
の
人
物
を
輩
出
し
、
当
地
に
在
る
顕
貴
の
人
々
は
先
生
の
仲
間
（
洛
陽
で
司

馬
光
ら
が
結
成
し
た
洛
陽
耆
英
会
等
を
指
す
。
）
に
入
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
て
次
に
示
さ
れ
る
の
が
、
例
の
「
衆
と
與
に
樂
し
む
」
と
い
う
理
念

で
あ
り
、
蘇
軾
は
司
馬
光
の
「
獨
樂
」
を
こ
れ
と
対
比
さ
れ
る
も
の
と
し
て
把
握
し
、

こ
れ
を
完
全
な
才
能
と
徳
と
を
内
に
秘
め
、
自
分
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の

だ
と
批
判
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
雖
云
與
衆
樂
」
の
句
に
つ
い
て
は
、
小
川
環

樹
氏
注
『
蘇
軾
』
上
（
中
國
詩
人
選
集
二
集
第
五
巻
岩
波
書
店
一
九
六
二
年
）

百
四
頁
の
注
で
、「
こ
の
こ
ろ
銭
公
輔
と
い
う
人
が
『
衆
楽
亭
』
を
た
て
た
。」
と
指

摘
し
て
、
「
獨
樂
」
が
「
衆
樂
」
と
対
を
成
す
概
念
と
し
て
想
起
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
注
の
指
摘
は
、
小
川
環
樹
氏
・
山
本
和
義

氏
『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
（
筑
摩
書
房
一
九
九
〇
年
）
二
百
七
十
四
頁
（
巻
十

五
「
司
馬
君
実
の
独
楽
園
」
）
「
雖
云
一
句
」
注
に
も
引
き
継
が
れ
、
こ
こ
で
は
、

「
與
衆
樂
」
が
『
孟
子
』
梁
惠
王
下
篇
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
司
馬
光
の
「
獨
樂
」
は
、
こ
の
錢

公
輔
の
も
の
を
含
む
、
様
々
な
人
物
の
「
衆
樂
」
め
ぐ
る
一
連
の
思
潮
の
な
か
に
在

り
、
そ
の
思
考
が
次
第
に
自
由
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
状
況
を
反
映
し

て
現
出
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

詩
の
後
半
部
分
で
は
、
蘇
軾
は
こ
の
よ
う
な
司
馬
光
の
態
度
を
批
判
し
て
い
る
。

先
生
獨
何
事

先
生
獨
り
何
を
か
事
と
せ
ん

四
海
望
陶
冶

四
海
陶
冶
を
望
む

兒
童
誦
君
實

兒
童
も
君
實
を
誦
し

走
卒
知
司
馬

走
卒
も
司
馬
を
知
る

持
此
欲
安
歸

此
を
持
し
て
安
く
に
か
歸
せ
ん
と
欲
す
る

造
物
不
我
捨

造
物
我
を
捨
て
ず

名
聲
逐
吾
輩

名
聲

吾
輩
を
逐
ひ

此
病
天
所
赭

此
の
病

天
の
赭
す
る
所
な
り

撫
掌
笑
先
生

掌
を
撫
し
て
先
生
を
笑
わ
ん

年
來
效

�
�

年
來

�
�に

效
え
る
を

天
下
の
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
、
指
導
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
「
先
生
」

が
、
「
獨
」
り
で
何
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
、
と
蘇
軾
は
言
い
、
さ
ら
に
、
こ
ん
な

人
物
を
造
物
主
は
放
っ
て
は
お
か
な
い
し
、
名
声
の
方
か
ら
追
い
か
け
て
く
る
の
は

天
が
罰
と
し
て
与
え
た
病
気
の
よ
う
な
も
の
だ
、
天
は
「
先
生
」
が
も
の
の
言
え
な

い
人
の
ふ
り
を
し
て
い
る
の
を
、
手
を
う
っ
て
大
笑
い
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
彼
ら

し
い
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
や
ん
わ
り
と
非

難
し
て
い
る
。
こ
の
頃
の
蘇
軾
は
、
王
安

石
ら
を
中
心
と
し
た
改
革
派
勢
力
の
伸
張
の
も
と
で
、
通
判
杭
州
、
知
密
州
、
知
徐

州
と
地
方
勤
務
を
続
け
て
お
り
、
対
立
勢

力
で
あ
る
蘇
軾
ら
に
対
す
る
監
視
の
目
は

次
第
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
こ
の
詩
に
記
さ
れ
た
引
退
者
と
し
て
個
人
的
な
閑

居
を
楽
し
む
態
度
に
対
す
る
批
判
に
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
蘇
軾
の
、
政

治
や
社
会
に
向
か
っ
て
働
き
か
け
な
い
司
馬
光
に
対
す
る
苛
立
ち
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

慶
暦
の
新
政
の
失
敗
に
よ
る
関
係
者
の
左
遷
の
な
か
で
強
調
さ
れ
た
地
方
官
の
理
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想
の
遊
楽
と
し
て
の
「
衆
樂
」
は
、
為
政
者
と
し
て
の
自
負
や
理
想
と
強
く
結
び
つ

い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
彼
等
の
流
れ
を
汲
む
保
守
派
の
官
僚
た
ち
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
て
い
く
な
か
で
次
第
に
変
容
し
、
よ
り
自
由
度
の
高
い
、
個
人
的
な
、

精
神
的
な
も
の
の
希
求
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
注
】

（
一
）
拙
稿
「
『
醉
翁
』
之
樂
―
歐
陽
修
の
文
学
に
お
け
る
吏
隠
―
」
（
三
重
大
学
人
文
学
部

文
化
学
科
研
究
紀
要
「
人
文
論
叢
」
第
十
六
号

一
九
九
九
年
）
・
同
「
蘇
軾
の
吏
隱
―

密
州
知
事
時
代
を
中
心
に
―
」
（
京
都
大
學
中
國
文
學
會
『
中
國
文
學
報
』
第
四
十
八
冊

一
九
九
四
年
）・
同
「
蘇
軾
『
黄
州
雪
堂
記
』
に
つ
い
て
」（
興
膳
教
授
退
官
記
念
中
國
文

學
論
集

汲
古
書
院
二
〇
〇
〇
年
）。
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